
会 議 録

審 議 経 過

会 議 の 名 称 令和５年度第１回守谷市地域自立支援協議会

開 催 日 時
令和５年５月２６日（金）

開会：１６時００分 閉会：１７時１０分

開 催 場 所 守谷市役所 中会議室

所管課 健幸福祉部 社会福祉課

出

席

者

委 員

城賀本会長、新田委員、清水委員、小野寺委員、高橋委員、稲田委員、

酒井委員、染谷委員 、細田委員、河井委員、上野委員、横田委員、

黒井委員、石福委員 計１４名

事 務 局 羽田課長、横山係長、千葉主任 計 ３名

１ 開 会

委員の改選が行われたため、委員１４名に委嘱状が交付された。

２ 議 題

協議事項

（１）会長・副会長の選出について

守谷市地域自立支援協議会運営要綱第６条第１項の規定に基づき、委員の互

選により会長及び副会長が選任された。

【会長】城賀本満登委員

【副会長】新田友美恵委員

（２）守谷市障がい者アンケート調査報告書について

【主な意見】

障がい種別の年齢分布について、例えば、「聴覚・平衡機能障がい」や「内

部障がい」は、高齢者になれば高い割合になることは理解できるが、「発達障

がい」が、「７歳から 12 歳」と「変声期から 40 歳」の２つにピークがある。

発達障がいに、これほど年齢差があるとは思えない。知的障がいも、これほ

ど年齢差があるものではないと思う。

【主な質問】

①調査の対象は、障害者手帳をお持ちの人か。本人に自覚がないと、調査か

ら漏れている人がいるかもしれない。精神障害に関しては、普通に生活はし

ているけれど、本当は障がいがあるというような人は、かなりの数おられる

のではないかと思われる。この調査の対象になってない人に関しては、どの

ような考えか。

報告事項 No.２



②調査項目は、国からある程度決められたものか。

【説明・回答】

①今回のアンケート調査の対象となった人は、基本的には障害者手帳をお持

ちの方である。３年前の前回調査では、障害者手帳をお持ちの方だけだった

が、今回は、 通院医療費の助成だけを受けている方、難病の方、障がい福祉

サービス・障がい児通所支援受給者も対象としている。ご指摘にあったよう

に、そのような手続きしてない方も確かにおられると思われる。それを把握

するのは、現実的には手法がないという状況だが、例えば、そのような状況

だと言うことが憚られる社会だとか、サービス使うことでそのように見られ

ることが嫌だとか、そういうことをなくすことで、少し違ってくると思われ

る。支援が必要な人をどのように支援していくかを、全体で考えていきたい

と思う。

②基本的な項目として、「この項目とこの項目を入れなさい」という形ではな

いが、以前から３年ごとに、このアンケート調査を実施しているので、基本

的には経過を比較するためにも、繰り返しお聞きしている項目がある。指針

に基づいて調査をしているが、社会情勢も変わってきているので、前回には

発達障がいのことを加えており、今回は医療的ケアのことを加えている。

３ 閉 会


